
十文字学園女子大学で防衛講話実施

学
生
は
山
野
本
部
長
の
講
話
を
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聴
講
し
、
国
防
の
重

本
部
長
は
「
日
本
の
安
全
と
自
衛
隊
の
役
割
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

務
に
繋
げ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

し
防
衛
講
話
を
実
施
し
た
。

広
報
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
関
係
部
隊
等
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

学
生
の
中
か
ら
は
「
予
備
自
衛
官
補
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
」「
将
来
自

陸
海
空
自
衛
隊
の
概
要
や
、
女
性
自
衛
官
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

当
講
話
は
「
地
域
で
学
ぶ
」
と
い
う
授
業
の
一
環
で
毎
年
実
施
し
て
お
り
、

防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
自
衛
官
募
集
業

字
学
園
女
子
大
学
（
埼
玉
県
新
座
市
）
に
お
い
て
、
約
９
０
名
の
学
生
に
対

埼
玉
地
方
協
力
本
部
朝
霞
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
地
域
に
密
着
し
た

衛
隊
を
受
験
し
た
い
」「
卒
業
後
の
人
生
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」

要
性
や
自
衛
隊
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
。

採用予定者に対し部隊研修を実施

埼
玉
地
本
山
野
正
志
１
等
空
佐
は
、
平
成
３
０
年
１
２
月
１
３
日
、
十
文

埼
玉
地
本
（
本
部
長
・
山
野
１
空
佐
）
は
１
１
月
１
３
日
、
２
１
日
及
び
１
２

の
懇
談
が
実
施
さ
れ
た
。

今
回
の
研
修
は
採
用
予
定
者
の
入
隊
に
対
す
る
疑
問
や
不
安
を
解
消
す
る
こ
と

隊
小
平
学
校
警
務
科
部(

小
平
駐
屯
地)

及
び
東
部
方
面
通
信
群(

朝
霞
駐
屯
地)

し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

埼
玉
地
本
は
、「
採
用
予
定
者
が
入
隊
へ
の
不
安
を
少
し
で
も
払
拭
で
き
る
よ

つ
い
て
の
質
問
が
多
く
飛
び
交
い
、
参
加
者
は
「
説
明
を
聞
き
、
生
活
の
様
子
を

が
狙
い
と
し
て
、
訓
練
見
学
や
体
験
喫
食
、
学
校
・
部
隊
概
要
説
明
及
び
隊
員
と

の
協
力
を
得
て
、
採
用
予
定
者
９
名
に
対
す
る
部
隊
研
修
を
実
施
し
た
。

月
１
９
日
の
３
日
間
、
陸
上
自
衛
隊
高
射
学
校(

下
志
津
駐
屯
地)

、
陸
上
自
衛

う
、
今
後
も
部
隊
研
修
等
を
積
極
的
に
行
い
、
き
め
細
や
か
な
フ
ォ
ロ
ー
を
継
続

知
る
こ
と
が
で
き
て
安
心
し
ま
し
た
。」
な
ど
と
話
し
て
い
た
。

特
に
、
今
年
度
入
隊
し
た
隊
員
と
の
懇
談
で
は
、
訓
練
の
内
容
や
隊
内
生
活
に


